
四つのテスト（言行はこれに照らしてから） 

Ⅰ.真実かどうか Ⅱ.みんなに公平か 

Ⅲ.好意と友情を深めるか Ⅳ.みんなのためになるかどうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。先週２日の例

会終了後に、青少年育成委員会事

業である、ひとり親家庭支援先の

「和歌山すみれホーム」に入居さ

れている 20 世帯に、お米、イン

スタント食品、図書カード、そし

て子どもたちにお菓子の詰め合わせをお届けに行って

来ました。 

社会奉仕井上理事はじめ、ご協力いただいた有志の皆

さん、ありがとうございました。 

直接、施設長の児玉さん、スタッフの皆さんから感謝

の気持ちが伝わり、とても素晴らしい事業だと肌で感

じることが出来ました。ぜひ、今後も継続して頂きた

い事業の一つだと思います。 

あと、２日から 6 日にかけてＩＤＭがありましたが、

ご参加いただいた皆さんご苦労様でした。 

さて、いよいよ来週 17 日は今年最後の年末クリスマ

ス例会となりました。早いものであっという間に半年

が過ぎました。 

親睦委員会の皆さんが色々楽しい企画を考えてくれて

いるそうで、今年最後の夜間例会を楽しんで頂けたら

と思います。 

 

 

ガバナー月信 12 月号を回覧し

ます。12 月 2 日の和歌山すみ

れホームへご訪問頂いた６名の

皆様ありがとうございました。

メーキャップ扱いとさせて頂き

ます。 

次の例会は月曜日の例会を変更して、17 日の火曜日

✤ 会長挨拶  西出 隆一  会長 

✤ 幹事報告  安宅 浩一  幹事 

2024-2025 年度      
国際ロータリー会長  ステファニーA.アーチック 

国際ロータリーテーマ  「ロータリーのマジック」 

第 2640 地区ガバナー  野村 壮吾 

ガバナー基本方針  「ロータリーの原点 四つのテストを実践しよう」 

[例会日] 毎週 月曜日 12：30～13：30  

[例会場] 和歌山市湊通丁北 2-1-2 アバローム紀の国 

[事務局] 和歌山市本町 2-1 フォルテワジマ 2F（〒640-8033） 

TEL 073-435-3470 / FAX 073-435 -3472    

E-mail：wa-az-rc@naxnet.or.jp 
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------- 本日の例会  12 月 17 日（火） ------- 

第 1130 回例会 （夜間） 

☆年末クリスマス夜間例会 

   場 所  アバローム 

   時 間  18:30～20:30 

------- 次回の例会   1 月  7 日（火） ----------                     

第 1131 回例会 （夜間） 

☆新春初例会 

☆賀寿お祝い 

☆お誕生祝い 

☆年男年女より新年の抱負 

☆新入会員歓迎会  宮木 幹人さん 

      時  間：18:30～20:30 

場  所：フォルテワジマ地下「味和囲」                                    

--- 前回の例会記録  12 月  9 日（月） --------- 

第 1129 回例会   

○ロータリーソング   奉仕の理想 

○ゲ ス ト 紹 介    

○ビ ジ タ ー 紹 介    

○出 席 報 告 会員数 27 名（内出席免除 1 名） 

   本 日 の 出 席   19/26 名   73.08％ 

   メ ー キ ャ ッ プ   6 名 

国際ロータリー第2640地区 和歌山アゼリアロータリークラブ Weekly Report 

WAKAYAMA AZALEA ROTARY CLUB 

2024-25 年度 和歌山アゼリアＲＣのテーマ 

会長  西出 隆一 ／ 幹事  安宅 浩一  

『ロータリーを通じて 優しさを届けよう』 



で、年末クリスマス夜間例会になりますのでお間違え

の無いようにお願い致します。 

 

 

◎次年度幹事、Ｓ.Ａ.Ａ.専任の件 

会長エレクト 宮井 靖輝 会員 

和歌山アゼリアロータリークラブ

細則第３条第２節に基づき、年次

総会後一週間以内に次年度の幹事

と、会場監督（ＳＡＡ）を選任し

なければならないと定められてお

りますので発表させて頂きます。 

次年度幹事は、松平 真次会員 

Ｓ.Ａ.Ａ.は、   阪口   昌子会員 

にお願いすることになりました。次年度理事役員の皆

様、来年１月から予定者会議が始まりますので、約１

年半、宜しくお願い致します。 

 

◎雑誌･広報･ＩＴ委員会              佐々木卓也 委員長 

ロータリーの友１２月の紹介 

まずは横組Ｐ7～Ｐ15 にかけて

「地域社会の疾病予防と治療に

取り組むには」との特集記事が

掲載されています。12 月は疾病

予防と治療月間です。新型コロ

ナの世界的な大流行もあり、ここ数年停滞していまし

たが日本人の平均寿命は高水準に維持されており、令

和 2 年現在の全国平均寿命、健康寿命のランキングが

Ｐ8 に掲載されています。因みに和歌山県の平均寿命

は全国 35 位で男性が 81.03 歳、女性が 87.36 歳と

のことです。医療の発展や定期検診による早期発見、

生活習慣の是正からの予防等にもよりますが、今後医

師の働き方改革の影響等により医師不足から医療提供

が受けられない地方が益々出てくるとのこと。(因み

に和歌山県の医師の数は全国で 33 位ですが、人口 10

万人に対する医師数は 302 人で、全国 9 位です) 

今後医療ＤＸによる遠隔医療の向上や、地域医療に従

事する医師の支援などが課題となる話が掲載されてい

ます。 

次に横組Ｐ18～Ｐ19 にかけてポリオ根絶活動特別編

としてフォルクスワーゲンの電気自動車「ＢＡＺＺ」

で 54 日間欧州を旅して周り 27 万 7000 ドルの寄付

を集めたジョージアのバシャール･アスフォーさんの

日記の一部が紹介されており、各地で様々な人々との

出会いや体験談が掲載されています。非常に素敵な体

験をされているなと感じ、ご紹介させていただきまし

た。 

縦組に移りましてＰ4～Ｐ8 にかけてですが「病気は

第二の人生のスタート」との記事で、これまで大病を

患った事もなく幼少期から健康優良児として育った筆

者が突然「白血病」と診断され 7 か月間に及ぶ闘病生

活の様子が掲載されています。家族や周りの人々から

のサポートを通じ、大病を患ったがこれまで以上に周

りの人々との縁を深めたことや、新たな出会いもあり

前向きな経験として記載されています。ご興味のある

方はご一読いただけましたらと思いました。 

最後に P20 のロータリーあるある相談室のコーナー

で、ロータリーだからという事ではなく一般的にどこ

の企業や組織でもよくある事案かなと思い紹介させて

いただきました。 

自分自身もこのアゼリアＲＣでは若手の方かなと思い

ますが、勤務先では平均年齢以上の、もうそこそこの

ベテランで新入社員の親と同じような年齢になってき

ています。時代の変化やその時その時での立場や状況

もありますが、お互いが相手の立場に立って考え歩み

寄る事が大切と考えさせられました。以上です。 

 

 

 

◎出席･プログラム委員会             堀本喜久子 委員長 

「古着 de ワクチン」は、日本

リユース㈱と認定ＮＰＯ法人世

界の子どもにワクチンを日本委

員会とのタイアップ事業です。 

申し込みから衣類回収袋の集荷

まで一切外出することなく、家

に居ながら利用できる。不要になった物を片付け、ま

た社会貢献も出来るという仕組みになっています。 

もう着ないけど捨てるには忍びなかった服、売っても

二束三文にしかならないのならだれかに役立ててもら

✤ 委  員  会  報  告 

✤ 「古着 de ワクチン例会」 



いたいという時にカンボジアや開発途上国を中心に衣

類等を輸出し販売して再利用、またそこでの雇用にも

繋がっています。 

そのＮＰＯを通じて開発途上国の子ども達にポリオワ

クチンを届けられ一口につき５人の命を救うことが出

来ます。 

ポリオは日本では小児まひとも呼ばれ、手足に麻痺を

引き起こすウイルス性の病気で明確な治療法はありま

せんが、ワクチン接種により発病の予防ができます。

日本では 1960 年に 5000 人以上の患者が発生する大

流行になりましたが、その後のワクチンにより 1980

年の一例を最後に新たな患者は出ていません。しかし

今も南西アジアやアフリカでは脅威となっています。 

そこで古着 de ワクチンでは、ミャンマー、ラオス、

ブータン、バヌアツの子ども達にワクチンを届けてい

るとの事です。現在では生ワクチン（経口）を合計

7,724,333 人分、衣類 57,669,300 着分となってい

ます。またこの専用回収キットは全国の福祉作業所で

製造し障害のある方々の仕事となっています。 

またセンターではフィリピン女性などが輸出の作業を

していて、カンボジアを中心に現地のセンターで販売

されたり世界中へ再輸出されています。カンボジアで

はポリオによる障害者、ストリートチルドレンだった

若者が中心となって働いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎クラブ奉仕委員会                      梅田 千景 理事 

自分や子供の着なくなった服はど

うしてますか？ごみの回収日にナ

イロン袋に詰めて処分していませ

んか？ 

子供が小さい時は、着れなくなっ

た服は、親類や友達の子供に譲っ

たりあまりにも汚れた T シャツ等は、拭き掃除に使っ

て処分したり。 

数回しか着ていない服を処分するのは、勿体ない。買

取に持って行っても二束三文、面倒。溜まった服はど

うすれば良いか？ 

ロータリーに入って、ポリオという言葉を知りました。

でも私達日本人にはあまり関係ない、と最初は気にし

ていませんでした。ふとしたきっかけで古着でワクチ

ンというシステムが有るのをしりました。ロータリー

のポリオ根絶を知り、少しでも役に立てれば、と何回

か利用しました。衣替え、断捨離出来て、一石二鳥。 

子供が小さい時、テレビで、ストリートチルドレンや

マンホールチルドレン、ゴミ山で暮らす子供等を見た

時、自分の子供は、健康で元気に暮らせて幸せだと、

つくづく思いました。世界の子供達が、笑顔になりま

すように。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

♠ニコニコ箱 

西出 隆一会長 

急に寒くなりました。今日の古着 de ワクチン例会は

初めての試みで楽しみです。 

阪口  昌子会員 

皆様こんにちは。今朝の気温 4℃でした。やっと 12

月らしい季節を迎えたように思います。冬大好きな私

は嬉しい限りです。 

梅田 千景会員 

今日は古着の回収にご協力頂き、ありがとうございま

す。袋詰めよろしくお願いします。 

𠮷田起代子会員 

急に寒くなりました。古着 de ワクチンに参加出来て

嬉しく思います。 

♠ニコニコ箱 

本日合計額  10,000 円          累計額   537,000 円 

ロータリー財団 

西出 隆一会員    阪口  昌子会員    梅田 千景会員    

𠮷田起代子会員 

本日合計額    6,000 円          累計額   142,000 円 

米山記念奨学会  

阪口  昌子会員     梅田 千景会員    𠮷田起代子会員 

本日合計額    3,000 円           累計額     96,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♦市内ロータリークラブ例会情報 

クラブ名 日  時 内     容 

和 歌 山 北 12 月 16 日(月) クラブフォーラム「第 2 回 I.D.M.発表」 

担当：R 情報・規定委員会 

和 歌 山 
12 月 17 日(火) 

17:30～ 

「年末家族会」  

於：ホテルグランヴィア和歌山 

和歌山東南 
12 月 20 日(金) 

18:30～ 

18 日の例会を変更 

クリスマス親睦家族例会 

和 歌 山 西 
12 月 18 日(水) 

18:30～ 

年末親睦夜間例会 

於：鉄板焼「石田」 

和 歌 山 東 
12 月 20 日(金) 

18:30～ 
19 日の例会を変更「クリスマス家族会」 

和歌山城南 12 月 19 日(木)  クリスマス家族例会 

和 歌 山 南 
12 月 22 日(日) 

18:00～ 

22 日の冷夏を変更 

クリスマス家族例会 

和 歌 山 中 12 月 20 日(金) クリスマス家族会 

◎サイン受付 

和 歌 山ＲＣ：12 月 17 日（火）12:00～12:30 

                       ダイワロイネットホテル和歌山 4F 

和 歌 山 西ＲＣ：12 月 18 日（水）12:00～12:30 

                       サンブレストビル 3F 事務所 

和歌山東南ＲＣ：12 月 18 日（水）12:00～12:30 

                        ホテルアバローム紀の国 

和 歌 山 東ＲＣ：12 月 19 日（木）12:00～12:30 

                       ダイワロイネットホテル和歌山 4F 

和 歌 山 南ＲＣ：12 月 20 日（金）12:00～12:30 

ダイワロイネットホテル和歌山 4F 

和 歌 山 北ＲＣ：12 月 23 日（月）12:00～12:30 

                       ダイワロイネットホテル和歌山 4F 

◎休     会 

和 歌 山ＲＣ：12 月 24 日（火） 

           12 月 31 日（火）      

                         1 月  7 日（火）                    

和 歌 山 西ＲＣ：12 月 25 日（水）          

                         1 月  1 日（水）                

和歌山東南ＲＣ：12 月 25 日（水） 

                         1 月  1 日（水） 

和 歌 山 東ＲＣ：12 月 26 日（木） 

                         1 月  2 日（木） 

和歌山城南ＲＣ：12 月 26 日（木） 

                         1 月  2 日（木） 

✤ Ｓ.Ａ.Ａ.報告（3 つの箱） 



和 歌 山 中ＲＣ：12 月 27 日（金） 

                         1 月  3 日（金） 

和 歌 山 南ＲＣ：12 月 27 日（金）      

                         1 月  3 日（金） 

                        1 月 17 日（金） 

和 歌 山 北ＲＣ：12 月 30 日（月） 

 

 

 

テーマ「ロータリーの基本を知ろう」 

Ａ      組：リーダー  松本 ／  記録  小阪 

メンバー：松本、野村、梅田、小阪、松平 

場      所：オールドタイム 

ミーティングは特に下記の事項についての意見があっ

た。 

・まずは、ロータリーの目的、五大奉仕の定義、その  

五大定義の中で職業奉仕については難しいので、 

色々な意見が出た。 

･「四つのテスト」がロータリアンの心構えをより理  

解しやすく的確にまとめられているので、ロータリ  

ークラブ以外の機会においても役に立っている。 

・後半は本日の参加者５名の中で入会歴の浅い松平会 

員からの質問形式で、残りの４名が回答するような 

感じで、次の内容について話し合った。 

1.どのようなきっかけでロータリークラブに入会した 

のか？ 

2.当クラブの奉仕活動である盲導犬育成事業や、ひと 

り親家庭支援の今後について。 

3.例会を欠席した場合のサインやメーキャップについ 

て。 

4.その他、米山記念奨学会、ＲＬＩ、Ｉ.Ｍ、姉妹ク 

ラブと友好クラブの違いについて。 

 

Ｂ      組：リーダー  宮井  ／  記録  佐々木 

メンバー：宮井、後和、安宅、井上、田原、吉田、

佐々木、山路 

場      所：コモドイルグスト 

･和歌山アゼリアロータリークラブ新会員研修用資料 

を全員で読み合わせを行い、内容を確認し、意見交 

換をした。 

･バナー「旗」、「のぼり」の意味や扱いについての 

確認。 

･ＳＡＡの本来の役割。 

･ライオンズクラブと、ロータリークラブとの違い。 

･職業奉仕と社会奉仕とは、違った内容。 

 

Ｃ      組：リーダー  西出  ／  記録  岡本   

メンバー：西出、藤田、堀本、貴志、北野、大野 

岡本、阪口、佐武 

場      所：ハイダウェイ 

・和歌山アゼリアＲＣの新会員研修資料を配り、各々  

確認した。 

･インターシティミーティング（I.M）について勉強  

した。（2640 地区の分区制） 

･ロータリーの深い意味を語り合った。 

･アゼリアＲＣに入会したいきさつを各々話しあっ 

た。結果、入会してよかった。 

･会員増強について話し合った。 

･寄付（にこにこ、財団、米山）の内容について話し  

合った。 

･友好クラブについて話し合った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリーの誕生 

1905 年 2 月 23 日 ポールハリス達３人によってシ

カゴロータリークラブが創られました。 

当時、集会を各自の事務所持ち回りで開くことからロ

ータリーと名づけられました。現在２００ヶ国にクラ

ブ数は 35,748、会員数は 1,208,448 人で組織され

ています。 

✤ Ｒ情報委員会「12 月 ＩＤＭ 報告」 

和歌山アゼリアＲＣ新会員研修資料 



日本のロータリー誕生 

1920 年 10 月 20 日 東京ロータリークラブが福島

喜三次、米山梅吉達によって創立されました。世界で

855 番目でした。 

1940 年 第 2 次世界大戦でＲＩから脱退 1949 年

3 月に再びＲＩに加盟。現在、クラブ数 2,267、会員

数 89,612 人となっています。 

 

ＲＩ2640 地区 

和歌山アゼリアロータリークラブはこの地区に属して

います。2640 地区は堺市以南から橋本市、新宮市ま

での地域です。ＩＭ（分区）は 8 組に分かれていま

す。クラブ数は 64。会員数は 1,517 人です。

（2024 年 11 月現在） 

 

和歌山アゼリアロータリークラブ 

1998 年 3 月 9 日に創立されました。和歌山市内では

9 番目に創立されＩＭ3 組に属しています。 

和歌山市内には 9 クラブがあります。2023 年 3 月

25 日に 25 周年記念式典を行いました。現在は、会

員数２７名（男 16 人、女 11 人）です。 

（2024 年 11 月現在） 

 

ロータリアンの義務 

1、奉仕の実践 

2、例会出席 

3、会費納入 

4、「ロータリーの友」購読 

 

ロータリーの目的 

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕

の理念を奨励し、これを育むことにある。 

具体的には、次の各項を奨励することにある。 

 

第１ 

知り合いを広めることによって奉仕の機会とするこ

と。→ クラブ奉仕 

第２ 

職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべての

価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会としてロ

ータリアン各自の職業を高潔なものにすること 

→ 職業奉仕 

第３ 

ロータリアン一人ひとりが個人として、また事業及び

社会生活において、日々奉仕の理念を実践すること。

→ 社会奉仕 

第 4  

奉仕の理念で結ばれた職業人が世界的ネットワークを

通じて国際理解、親善、平和を推進すること。 

→ 国際奉仕 

 

五大奉仕部門 

ロータリーの五大奉仕部門は、本ロータリークラブの

活動の哲学的および実際的な基準である 

 

1，奉仕の第一部門であるクラブ奉仕は、本クラブの

機能を充実させるために、クラブ内で会員がとるべき

行動に関わるものである。 

 

2，奉仕の第二部門である職業奉仕は、事業及び専門

職務の道徳的水準を高め、品位ある業務はすべて尊重

されるべきであるという認識を深め、あらゆる職業に

携わる中で奉仕の理念を実践していくという目的を持

つものである。 

会員の役割には、ロータリーの理念に従って自分自身

を律し、事業を行うこと、そして自己の職業上の手腕

を社会の問題やニーズに役立てるために、クラブが開

発したプロジェクトの応えることが含まれる。 

 

3，奉仕の第三部門である社会奉仕は、クラブの所在

地域または行政区域内に居住する人々の生活の質を高

めるために、時には他と協力しながら、会員が行う

様々な取り組みからなるものである。 

 

4, 奉仕の第四部門である国際奉仕は、書物などを読

むことや通信を通じて、さらには、他国の人々を助け

ることを目的としたクラブのあらゆる活動やプロジェ

クトに協力することを通じて、他国の人々とその文化

や慣習、功績、願い、問題に対する認識を培うことに

よって、国際理解、親善、平和を推進するために、会



員が行う活動からなるものである。 

 

5, 奉仕の第五部門である青少年奉仕は、指導力養成

活動、社会奉仕プロジェクトおよび国際奉仕プロジェ

クトへの参加、世界平和と異文化の理解を深め育む交

換プログラムを通じて、青少年ならびに若者によって

好ましい変化がもたらされることを認識するものであ

る。 

 

四つのテスト 

 言行は、これに照らしてから。 

1， 真実かどうか 

2， みんなに公平か 

3， 好意と友情を深めるか 

4， みんなのためになるか、どうか 

 

例  会 

例会の目的は、クラブ内での親睦の第一歩です。そし

て互いに学び合い、友情を深め、自己改善を図る場で

す。その結果として奉仕の心を育み奉仕の実践へと繋

いでいくのです。 

アゼリアでは、毎週月曜日に開催しています。例会へ

の出席は 60％以上となるように推奨されています。

和歌山アゼリアロータリークラブでは、１年間の個々

の出席率 100％の会員を表彰して称えています。 

欠席を補填し出席扱いとなるシステムがあります。

Make-Up(メークアップ)と言い、他クラブの例会に

出席、サイン例会に記帳してくる、理事会が認める奉

仕活動に参加する等がその扱いとなります。 

 

ニコニコ箱 

嬉しかったことや失敗したことなど何かにつけて封筒

にコメントを加えてお金を入れてニコニコ箱（Smile 

Box）に善意のお金を納めます。封筒にはニコニコ

箱、米山奨学会、ロータリー財団と３項目あるので、

それぞれに金額を記入します。金額は自由で強制はし

ません。ニコニコ箱は主に奉仕活動に使用します。財

団は「公益財団法人ロータリー日本財団」へ、米山は

「公益財団法人ロータリー米山記念奨学会」へ送金し

ます。ニコニコ箱は海外でも実施しています。 

ロータリー財団 

ロータリー財団の使命は、ロータリアンが世界の人々

の健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救

済することを通じて、世界理解、親善、平和を達成で

きるようにすることです。国際的なプロジェクトが多

いです。 

寄付金は、年次基金、恒久基金、ポリオプラス基金等

に使われます。免税措置が受けられます。 

年次基金寄付には、認証が与えられます。累計

1,000 ドル以上 ＰＨＦ（ポール・ハリス・フェロ

ー）から始まります。 

 

米山記念奨学会 

「日本のロータリーの父」米山梅吉氏の遺徳を記念す

る事業として勉学や研究のために来日し、正規の学校

または、研究機関に在籍する外国人留学生に対して奨

学金を支給し、彼らの留学の目的を支援するととも

に、ロータリーの理想とする国際理解と親善に寄与す

ることを目的とする。これは日本だけの活動です。 

奨学会への寄付金には、普通寄付金と特別寄付金があ

ります。 

普通寄付金は、毎年決められた人頭分担金を７月と１

月に送金します。特別寄付金は、クラブ会員が任意で

寄付するもので金額は自由です。 

米山への寄付は免税措置が受けられます。 

 

友好クラブ 

国内外のロータリークラブと親睦、交流を深めるため

に友好クラブを提携します。 

当クラブでは、貝塚コスモスＲＣ、京都紫竹ＲＣが友

好クラブを提携しています。 

 

心がける注意点 

1，事務局からのＦＡＸやメールによる出欠の返事は 

必ずして下さい。 

 

2，ロータリーへの会合や奉仕活動に出席する時は必 

ず記章を付けて下さい。 

 

3，新会員さんは、親睦活動委員会に所属しますので  



例会日には例会場の入り口に立って皆様を迎えて 

下さい。終了後も入り口に立って送って下さい。 

これはメンバーの顔と名前を早く覚え親しくなる 

近道です。 

 

用  語 

◎Ｉ.Ｍ 

都市連合会（Intercity Meeting） 

◎ＲＩ 

国際ロータリー 

◎パスト〇〇 

元会長、元ガバナー等 

◎エレクト 

次年度会長 

◎ノミニー 

次々年度会長 

◎ＩＤＭ 

インフォーマル・デｲスカッション・ミーテｲング

（家庭集会･炉辺会合） 

会員間の親睦と情報交換、そしてロータリーを推進  

するために、会員の自宅やその他に少人数が集まっ 

て和やかに自由討論する非公式な会合。 

◎ガバナー 

RI 理事会の監督の下に職務を行う。地区における  

RI の役員。ガバナーは、地区内のクラブを啓発し  

意欲を与えること、また、地区内の継続性を確保す 

ることにより、地区内のクラブを指導し支援する。

◎クラブ協議会 

クラブのプログラムと活動もしくは会員教育につい 

て協議するために開かれる、クラブ役員、理事、委 

員会委員長を含むクラブ会員全員の会合。 

すべてのクラブ会員は、協議会に出席することが強 

く奨励されている。 

クラブ会長、もしくは指定された他の役員が、クラ 

ブ協議会の議長を務める。 

◎クラブフォーラム 

クラブ討論会。クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、 

国際奉仕、青少年奉仕の五大奉仕の中から問題を取 

り上げ、それの実施、推進について、全会員が討論 

して進路を見出そうとする会合。会員の公式会合。 

◎メーキャップ 

忙しい人達が 100％出席しやすいように、他クラ 

ブの例会出席や、サイン受付により出席として補填 

される制度。 

◎サイン受付 

例会は時に夜間例会となるような場合もあり、通常 

決められている例会に変更が生じた場合、サイン受 

付があるので、他クラブの例会場へ行き、受付表に 

クラブ名と氏名を記載するだけで出席扱いとなる。 

（サイン受付表は、週報に毎週記載しています） 

 

ロータリークラブとロータリアン 

①ロータリアンとは、ロータリーの目的に賛同し、ク  

ラブ定款・細則を守り自己の職業を通じて奉仕をす 

ることを志す人。 

②ロータリークラブは同じ目的を持った人たちの同志 

的な総合体。 

③目的を同じくするロータリアンには、年齢差、入会 

年次、その人の職業や企業の規模、経験年数の差が 

あってもメンバーは同じ目的を持った同士です。 

④相互の関係に上下関係はなく、あくまでも水平関係 

であり、同心円上に結ばれた対等の関係。 

⑤お互いにそれ相応の礼儀や敬意は必要ですが、垂直 

関係的な感覚で妙にへりくだったり遠慮をしたりす 

ることは無用。 

 

ロータリーでの「親睦」は、Friendship（単なる友

情）ではなく、Fellowship（同志）と定められてい

ます。 

「良いロータリークラブは良いロータリアンをつく

り、良いロータリアンは良いクラブをつくる」 

貴方も良いロータリアンとして当クラブが更に良いク

ラブとなるために貢献してもらえることを期待しま

す。 

 

 

 


